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1．はじめに 
 20世紀半ば頃から，人工知能研究が盛ん
におこなわれ，現在では多くの研究者が
様々なアプローチで研究を進めている．論
理型言語の出現とその研究は，計算機上で
推論を実装する人工知能研究の一つの流れ
となっている． 
 以下では，論理プログラミング言語
Prologの基礎的な部分について紹介する．
本年度は，電気工学科 4 年後期の選択実験
（実験テーマ：計算機による推論と探索 ― 
論理型言語 Prologプログラミングの基礎）
で Prologを使用した．この実験テーマにつ
いては，電気工学科棟４Ｆ情報処理実験室
の端末（MS-Windows 2000）において実施
した．尚，全 4 回という限られた時間の中
で，以下の４項目の順におこなった． 
 
1) プログラム作成と実行方法 
2) 記号処理 
3) 数式処理 
4) リスト構造処理 
 
以下では，この 4 項目全てに関する細かい
記述はしない．特にリスト処理に関しては
省略し，Prologの基本的な概念と性質につ
いて述べる． 
 
2．論理型言語Prolog [1][2][3]
言語名 Prolog は，Programation en 
Logique ( Programming in Logic ) の省略
である．Prologは，1970年代初期に述語論
理をベースとして作られた言語である．論
理がベースになっているため，再帰的処
理・帰納的定義に長けている．また，記号
処理は得意であるが，数値処理はそれほど
得意ではないという特徴を持っている．実
行については，対話的に行われる． 
 Prolog処理系は非常に多く作られており，
その多くがインタプリタ方式をとっている．
電気工学科 4 年後期の選択実験においては，
Prolog処理系として，無償で利用可能であ
るSWI-Prolog[4]を採用した．SWI-Prologは
アムステルダム大学で開発されたPrologイ
ンタプリタである．SWI-Prologの公式サイ
ト[4]では，上部ウィンドウでプログラムを
書き，下部ウィンドウで実行する形のエデ
ィタが用意されている（図 1 参照）．（選択
実験では，SWI-Prolog-Editorを使用せず，
汎用のテキストエディタを使用した．） 
 
 
図 1：SWI-Prolog-Editor 
 
 
3．プログラム作成と実行 
 Prologでは，述語を論理式の形で定義し
ながらプログラムを組み上げていく．つま
り，Prologプログラムは論理式からなる集
合である． 
 
2.2．プログラム作成 
 Prologプログラムは，「事実」と「規則」
のみを論理式の形で定義して構成される．
例えば， 
human(socrates). 
 
と書くことで，「ソクラテスは人間である」
が事実として定義される． 
 また，規則の記述には，コロン・ハイフ
ン（ :- ）を用いて，A:-B の形で「B から
A が導かれる」または「B ならば A」とい
うことを表す．例えば， 
 
mortal(X) :-human(X). 
 
によって，「人は，死ぬべき運命にある」こ
とが定められる．別の見方をすると，mortal
という新たな述語を human という述語を
用いて定義しているのである． 
 他の論理的記法には，カンマ（ , ），セ
ミコロン（ ; ），ノット（ not ）がある．
カンマは連言（A,B …「Aかつ B」）を，セ
ミコロンは選言（A;B …「Aまたは B」）を，
notは否定（not(A) …「Aでない」）を表す． 
 
2.3．実行 
 Prologでは質問により，ある関係が正し
いか否かを判断する．例えば，図 1の場合， 
 
?- mortal(socrates). 
 
に対して，yes が返ってきている．これに
より，「ソクラテスは死ぬべき運命にある」
ことが示される． 
 
4．再帰的プログラミング[2]
 論理型言語や関数型言語の特徴の一つに 
再帰的プログラミングがある．Prologでの
再帰的プログラム手法とは，定義したい述
語を利用してその述語を定義するプログラ
ミング技法である． 
 階乗の計算は，再帰の例としてよく取り
上げられる． 
 
 
 
 
ここで，「 X の階乗の値はY である」を
と表すと，Prologでは図 2のよ
うに階乗計算プログラムが書ける． 
),( YXfact
  
図 2：階乗計算プログラム 
 
再帰的プログラミングは，上記のような
数値処理プログラムに適用するよりも，リ
スト処理や記号処理において適用すること
で，より効果的に働くものである． 
 
5．まとめ 
 選択実験において，論理型言語の使用に
よって，再帰的定義の理解に繋がることを
期待している． 
 SWI-Prologでは，XPCEというGUIが用
意されている[4]．次年度以降，このツール
を利用し，より視覚的で興味をもてる教材
に発展させていく． 
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